
学習基盤・学習環境
・基本的生活習慣の確立
・学習規律・学習習慣の定着

（ガイダンス部）

・家庭学習のすすめ

・パワーアップホームワーク,パワーアップ週間の取り組み方

研究推進全体計画

《学校教育目標》

いのち ふれあい 学びの郷 安詳
・児童の実態
・保護者の願い
・地域社会の現状

・社会の変化

・関係法令等
・小学校学習指導要領

・京都府教育委員会

「教育振興プラン」
・亀岡市教育委員会

「教育振興基本計画＜めざす児童像＞
人に優しくいのちと人権を大切にする子

自ら考え友と学び合う子

進んで体をきたえる子

＜学校経営の基本的な考え方＞

自分を知り 自分を活かして 仲間と協働する児童を育成する。
～振り返る活動を活かした主体的な活動の創造～

＜研究主題＞

児童の主体的・対話的で深い学びを実現するために

～予習・振り返りを活かした話し合い活動の充実を目指して～

☆他校種連携
（ガイダンス部）

・学習ガイダンス

・学習を基軸とした小中連携

自分の良さを知り、友達と互いの良さを認め合い、より高いものを追求していく、精神的にもたくましい子どもを

育てる。

学校教育目標、学校経営の基本的な考え方の根底には、｢個の学び｣と｢集団の学び｣の有機的な関連によって、

一人一人の主体的でたくましい成長を支える教育の普遍的な営みがある。

その原点は、自分（自分達）の学びを自分（自分達）で見つめる、いわゆる振り返る活動にある。

教育活動は｢静｣の活動と｢動｣の活動のバランスで成り立っている。振り返る活動は｢静｣の活動そのも

のであり、｢動｣の活動の充実に大きく影響を及ぼすものである。言語活動の充実を図るとともに、話し合

う目的と内容を明確にして、話し合いの方法を追求していく。各教科の学習で「話し合う活動」を充実させ

ることで、児童の主体性をさらに育んでいけるようにする。また、児童の学びが広がるように、「学年児童

は学年担任全員で育てる」という意識のもと、「多様な学びの場」を工夫する。

☆学力充実
（授業づくり部）

・朝学習・読み聞かせ・読書

・配膳時間の補充学習（昼勉）

・学力補充（水曜6校時低学年）

授業研究の充実
・授業の視点の明確化
・協議の柱を設定した

☆授業形態の工夫
（授業づくり部）

・指導計画の見直し

・指導形態の工夫

（こども環境部）

・研究推進だより

・ホームページ

☆家庭との連携

☆教材研究

（授業づくり部・各学年団）
・安詳スタンダードの各教科への応用
・予習と振り返り （他教科に広げて）

学習の振り返り

・学びの成果や気付きを書き留める

・自己肯定感につなげる
・次の学習への見通しや意欲につなげる

☆教職員研修の充実
（授業づくり部）
・公開授業
・理論研修

（こども環境部）
・学習アンケートの実施,
分析

教材研究の充実
・児童が主体的に学ぶための工夫
・教職員が主体的に教材研究に
取り組む環境作り

学習話し合い・終末場面に着目した授業づくり

・身に付けさせたい力の明確化

・「静」の活動（書く活動）の深化
・言語活動、「動」の活動（話し合う活動）の充実



・ホームページ


